
 

平成 2９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 千葉県 】 

１ 実践テーマ 【 Ⅰ Ⅱ 】  

２ 実施対象者 学校名 いすみ市立大原中学校  

対象学年 全校 

人数  39２人 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 保健体育・総合・道徳 ） 

② 行事名（ ＪＯＣオリンピック教室 ） 

③ その他（ いすみおもてなしプロジェクト・いすみ鉄道駅清掃 ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（ いすみ健康マラソン ） 

② その他  （           ） 

４ 目 標  

（ねらい） 

 生涯を通じてスポーツに親しみスポーツの楽しさや感動を分かち

合う気持ちを持たせるとともに、ボランティア精神、温かいおもてな

しの気持ちを育成する。 

５ 取組内容 【ＪＯＣオリンピック教室】 

この事業は、JOC 主催でありオリ

ンピアンが教師役となり、オリンピ

アン自身の様々な経験を通して、「オ

リンピズム」や「オリンピックの価

値」等を伝え、この価値を多くの人々

が共有し、日常生活にも生かすこと

のできることを学習するものであ

る。２日間開催され、２名のオリン

ピアン(１日ごと)が担当した。 

対象生徒は、２学年全員(４学級)

であり、各学級２時間(運動、座学)

展開で行った。１限目は運動の時間

であり、オリンピアンに関する専門

的技術指導ではなく、大縄跳びやゲ

ームなど誰にも親しめる運動が実施

された。２限目は座学であり、「オリ

ンピックの価値」を生徒自身が自分

のこととして考える内容であった。

実際にオリンピックに出場している

ため、生徒の反応もよく、説得力のある内容となった。 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



【いすみおもてなしプロジェクト】 

１年生の総合的な学習の中で、いすみ市の魅力を調査・発信する活

動を行った。生徒の地域理解だけでなく、本市へ来訪する人々への「お

もてなし」の心を育成することを目的として取り組んだ。 

【いすみ鉄道駅清掃】 

いすみ鉄道存続プロジェクトの一環として、近くの無人駅の草取り

と清掃のボランティアを、生徒会総務が中心となり実施した。駅の環

境美化を通して地元へ関心が高まるとともに、「おもてなし」の心の

育成につながった。 

【いすみ健康マラソン】 

本事業は、本市出身のスポーツジ

ャーナリスト増田明美さんが大き

く関わっている。全国的にも有名な

大会であり、本年１０回目の開催と

なる。本校は第１回から競技に参加

しており、今回は２３名の生徒がボ

ランティアとしても参加し、約２５

００名の競技参加者の受付・手荷物

預かり・給水ボランティア活動に協力した。当初は、表情が硬い生徒

たちであったが、次第に笑顔で対応する姿が多くみられ、参加者投稿

ページには中学生の「おもてなし」の様子や感謝の言葉が投稿されて

いた。ボランティア参加生徒の満足度は高く、スポーツボランティア

の体験を通して、スポーツを「支える」活動の大切さへの理解を深め

るよい機会となった。 

６ 主な成果 

 

 オリンピック教室に関しては、オリンピアンの経験が直接伝えら

れ、特に運動部活動を行っている生徒にとって関心度は非常に高かっ

た。メダルを手にすることもでき、運動・座学とともに充実した学習

の場となった。 

以前からの本校の活動を、「おもてなしプロジェクト」の観点から 

取り組むことで、生徒の活動への意識はさらに高まっている。また、

郷土愛をより深めることもできた。 

７ 実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

  以前から本校で実施している活動を、今年度も継続的に行ってきた

が、オリンピック・パラリンピック事業の「おもてなし」の心を、全

校生徒に意識づけられるよう工夫し計画した。また、体験型の活動を

積極的に取り入れてみた。 

８ 主な課題等 JOCオリンピック教室は、教育事務所管内から１校選ばれた。２学

年の実施のため、１・３学年生徒からは羨ましがられていた。この事

業がより多くの学校・他学年でも経験できるとよいと考える。 

いすみ健康マラソンは、地域の大きな行事である。ボランティアに

参加した生徒の満足度は大きいことから、その活動の範囲を広げてい

くべく、今後どのような活動が適当であるか、市担当者と協議してい

きたい。 

 本校独自の活動については、常に目的意識をどのように持たせてい

くかが課題となる。明確な学習目標を今後とも設定していきたい。 

９ 来年度以降

の実施予定 

今年度行ってきたものは、オリンピック教室以外の事業に関して

は、継続して行う予定である。今後、共生社会に向けた取組も検討し

ていきたい。 

 


